
〒660-0825 兵庫県尼崎市南城内１０番地の２

電 話 ０６-６４８９-９８０１（文化財担当）

ＦＡＸ ０６-６４８９-９８００

電車・バス…阪神電車尼崎駅から南東へ徒歩約１０分  

自動車…玉江橋線開明橋交差点から東へ約５００ｍ 

隣接する市立城内駐車場（有料）をご利用ください 

令和８年(２０２６)１月１０日(土)

～３月２９日(日)
開館時間 午前９時～午後５時（入館は午後４時３０分まで） 
休 館 日 月曜日（ただし祝日の場合は開館し、翌日が休館） 
会 場 尼崎市立歴史博物館 ３階 企画展示室

ギャラリートーク 参加無料

企画展会場で主な展示資料を担当学芸員が解説します。

日時 １月１０日（土）、２月１日（日）、２月２１日（土）、
３月７日（土）、３月２１日（土） 各日午後２時～３時

会場 当館 ３階 企画展示室に集合 
申込 事前申込不要 定員当日先着各日２０名

水曜歴史講座 受講無料

日時  1 月１４日(水) 午後 2 時～４時

演題 尼崎の劇場・映画館の歴史

講師 西村 豪 （当館認証アーキビスト）

会場 当館 ３階 講座室

申込 事前申込不要、定員当日先着 ８０名

観覧無料

戦後の尼崎の映画と演劇の歴史を紹介する企

画展です。映画では、尼崎に所在した映画館・

劇場を網羅的に紹介し、京都大学人文科学研

究所所蔵資料等により尼崎労働者映画協議会

の活動を紹介します。また、尼崎でロケが行

われた映画の紹介も行います。演劇では昭和

２７年（１９５２）に第１回が開催された尼

崎市演劇祭の歩みを紹介します。

映画「あまろっく」市民上映会

令和６年（２０２４）公開の尼崎を舞台にした

映画「あまろっく」を、全尼にあまろっくを観

てもらう会との共催で上映します。当日はゲ
ストのトークも予定しています。

日時 ３月１５日（日） 開場は各回２０分前

１回目 午前９時３０分～１２時３０分

  ２回目 午後１時４５分～４時４５分

会場 当館 ３階 講座室
定員 各回８０名

会費 １，０００円（保護者同伴の場合高校生以下無料）

申込 電話・ファックスで歴史博物館まで
１月６日(火)から先着順受付

主催 尼崎市教育委員会・京都大学人文科学研究所 
協力 一般社団法人あまがさき観光局 尼崎市立歴史博物館と前庭の鉄鋼戦士像(工業の神)  阪神電車尼崎駅から南東へ徒歩約１０分 

尼松（尼崎松竹）のポスター 昭和３６年（１９６１）

尼崎労働者映画協議会の会報「尼労映週報」

昭和３１年（１９５６） 京都大学人文科学研究所所蔵・画像提供）

平成２３年(２０１1)に尼崎市立文化財収蔵庫（現尼崎市

立歴史博物館）の玄関で行われた映画「ALWAYS 三丁

目の夕日’６４」のロケのセット。企画展では、玄関回りに

設置された「凡天堂病院」の看板の実物を展示します。

昭和２７年（１９５２）に尼崎市

立中央公民館で開催された

第１回尼崎市勤労者演劇競演

会のポスター（左）と、翌年に

開催された第２回尼崎市演劇

競演会の出演者入場証（上）

尼崎市立歴史博物館第１６回企画展尼崎市立歴史博物館第１６回企画展

戦後尼崎の映画･演劇戦後尼崎の映画･演劇
尼崎市立歴史博物館第１６回企画展

戦後尼崎の映画･演劇



尼崎の映画館・劇場
尼崎では、大正９年（１９２０）に最初の映画館が開設され、昭

和１７年（１９４２）には１０館まで増加しました。終戦時には３館まで
減少しましたが、戦後復興・高度経済成長期に急増し、昭和３７年
（１９６２）には３７館まで増加し映画最盛期を迎えました。家庭に
テレビが普及すると映画館は減少に転じ、一時は２館まで減少し
ましたが、平成２１年（２０0９）にシネコンがＪＲ尼崎駅前に進出しま
した。尼崎における映画館と劇場の歴史を、当館職員の綿密な研
究成果に基づき、網羅的に紹介します。

尼崎労働者映画協議会の活動
戦後、労働者の文化活動として映画サークル運動が盛んとな

り、尼崎でも職域での映画サークルが多数設立されました。昭和
２８年（１９５３）には尼崎労働者映画協議会（略称:尼労映）が発足
し、同協議会では機関紙を発行し、作品紹介・批評や市内映画館
の上映プログラム等を掲載し、会員への情報提供を行いました。
また、提携映画館では会員証提示による鑑賞料金の割引を行
い、最盛時には会員数２万人を超えたといいます。戦後復興期か
ら高度経済成長期に活動した同協議会について、当館と連携協
定を締結している京都大学人文科学研究所所蔵資料等により紹
介します。

尼崎でロケが行われた映画
昭和１３年（１９３８）竣工の尼崎市立高等女学校の校舎をリノ

ベーションした尼崎市立歴史博物館では、前身の尼崎市立文化
財収蔵庫時代に「ALWAYS 三丁目の夕日’６４」と「焼肉ドラゴ
ン」の２回、映画のロケが行われました。また、令和６年（２０２４）
公開の「あまろっく」では尼崎市内各所でロケが行われました。尼
崎でロケが行われた映画について、ポスターや小道具、ＰＲ映像
等により紹介します。

尼崎市演劇祭の歩み
戦後、労働者の文化活動として尼崎では演劇も盛んとなり、昭

和２７年（１９５２）には、尼崎市主催による第１回尼崎市勤労者演
劇競演会が尼崎市立中央公民館で開催され、尼崎市内の企業
等から７団体が出演しました。翌年からは高校演劇部も参加し、
昭和４７年（１９７２）には尼崎市演劇祭と改称しました。尼崎市演
劇祭は今年第７３回を開催し、国内最古級の市民演劇祭としての
歴史と伝統を継承しています。その歩みを紹介します。

第一・第二新花月チラシ 昭和３０年（１９５５）

松映ニュース 昭和２７年（１９５２） 塚口３館スクリーンニュース
昭和３３年（１９５８）

平成２３年（２０１１）

に尼崎市立文化財

収蔵庫玄関前で行

われた「ALWAYS

三丁目の夕日’６４」

のロケの様子

平成２９年（２０１７）

に尼崎市立文化財

収蔵庫正門前で行

われた「焼肉ドラゴ

ン」のロケの様子 第一回尼崎市勤労者演劇競演会プログラム 昭和２７年（１９５２）

尼崎労働者映画協議会調査部が作成した、昭和３３年（１９５８）年度の

尼崎市内映画館分布図。３３館が記載されています。（京都大学人文科

学研究所所蔵・画像提供）


